
鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は

日
、
閉
会
し
ま
し

29

た
。市

当
局
提
案
の
決
算
、

補
正
予
算
、
条
例
、
事
件
、

人
事
、
最
終
日
に
追
加
提

案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
議
案

件
が
全

22

て
、
全
会
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

追
加
提
案
の
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
「
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
」
６
億
６
６
９
７

万
２
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
７
６
１
億
１
９

８
８
万
１
千
円
と
し
ま

す
。国

の
追
加
経
済
対
策

で
、
電
力
・

ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
に
よ
る

負
担
増
を
踏
ま
え
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
、
及
び
家

計
急
変
世
帯
に
、
１
世
帯

当
た
り
５
万
円
を
給
付
し

ま
す
。

①
非
課
税
世
帯
は
１
万

３
千
世
帯
を
想
定
し
、
対

象
世
帯
に
対
し
、
市
か
ら

確
認
書
を
発
送
し
ま
す
。

対
象
世
帯
は
記
載
内
容

を
確
認
し
、
市
に
確
認
書

を
返
信
し
、
確
認
後
に
給

付
し
ま
す
。

②
家
計
急
変
世
帯
要
は

１
０
０
世
帯
を
想
定
し
、

申
請
が
必
要
で
す
。

財
源
は
全
額
国
の
補
助

金
で
す
。

「
国
葬
撤
回
」
請
願
、
自

公
と
無
所
属
が
反
対
し

不
採
択

「
安
倍
晋
三
元
首
相
の

国
葬
の
『
閣
議

決
定
』
を
撤
回

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
」
（
安
倍
元
首

相
の
国
葬
に
反
対
す
る
市

民
の
会
代
表
・
荒
井
滋
）

は

日
、
本
会
議
で
自
公

20
会
派
と
無
所
属
の
反
対
多

数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し

た
。請

願
は
、

①
政
府
は
、
安
倍
元
首

相
の
「
国
葬
」
の
閣
議
決

定
を
撤
回
す
る
こ
と
。

②
衆
議
院
・
参
議
院
の

両
院
で
速
や
か
に
「
国
葬
」

に
つ
い
て
論
議
を
行
う
こ

と
。
の
２
点
を
求
め
て
い

ま
す
。

紹
介
議
員
は
、
長
谷
川

剛
（
共
産
党
市
議
団
）
、

草
島
進
一
（
市
民
の
声
・

鶴
岡
）
、
南
波
純
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
鶴
ヶ
岡
）
の
３
議
員

で
す
。

賛
成
討
論
は
、
長
谷
川

剛
、
草
島
進
一
、
田
中
宏

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
鶴
ヶ
岡
）

の
３
議
員
が
行
い
ま
し

た
。反

対
討
論
は
、
本
間

新
兵
衛
（
新
政
ク
ラ

ブ
）
、
黒
井
浩
之
（
市

議
会
公
明
党
）
、
小
野

由
夫
（
無
無
所
属
）
の

３
議
員
が
行
い
ま
し

た
。

共
産
党
提
案
「
防
衛

費
増
額
反
対
」
否
決

「
防
衛
費
を
『
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
』
に
増
額
す

る
こ
と
に
反
対
す
る
意

見
書
」
は

日
、
本
会

29

議
で
共
産
党
市
議
団
の

加
藤
鉱
一
議
員
が
提
案

し
、
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
は
、
坂
本

昌
栄
（
共
産
党
市
議

団
）
、
南
波
純
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
鶴
ヶ
岡
）
の
２
議

員
が
行
い
、
反
対
討
論

は
、
阿
部
寛
議
員
（
新

政
ク
ラ
ブ
）
が
行
い
ま

し
た
。
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遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

秋
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雄

富
樫
正
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黒
井
浩
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中
沢
深
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佐
藤
久
樹

小
野
由
夫

佐
藤
博
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佐
藤
麻
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寛

本
間
正
芳

石
塚　

慶

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

尾
形
昌
彦

本
間
新
兵
衛

渋
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耕
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一

菅
原
一
浩

安倍晋三元首相の国葬の「閣議決定」

を撤回する意見書の提出を求める請願
○○○○○○○○○○●●●欠●●●●●●●●●●●●●

議
長防衛費を「ＧＤＰ比２％」に増額すること

に反対する意見書
○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●●●

防衛費を「ＧＤＰ比２％」に増額することに
反対する意見書（案）

政府は、自民党安全保障調査会での「５年以内にＧＤＰ（国

内総生産）比２％以上の防衛費の増額」の提言を受けて、６月７

日の臨時閣議で、「経済財政運営と改革の基本方針（骨太の

方針）」に、「防衛費を５年以内に抜本的に強化する」と盛り込

みました。

防衛費は毎年増え続け、令和４年度は５兆４００５億円で世

界で第９位にありますが、ＧＤＰ比２％になれば１１兆円にもなり、

日本の防衛費は、１位アメリカ、２位中国に次ぐ３位となります。

増額の財源については明らかにせず、増税か、社会保障費

の大幅な削減か、国債を大量に発行するかで財源をつくらざる

をえません。

防衛省は来年度の概算要求の中で、巡航ミサイル「１２式地

対艦誘導弾」の射程を、現在の百数十キロから１、０００キロ程度

に延ばす「能力向上型」の開発などで、「台湾有事も念頭に、

南西諸島から九州を中心に配備」し、「北朝鮮や中国沿岸部に

届く」と報道（「読売」８月２１日付）。また、超音速で飛ぶ「高速

滑空弾」の量産や、音速の５倍以上の速さで飛行する「極超音

速兵器」の研究、攻撃型無人機の整備なども盛り込むとされ、

中国などとの軍事緊張をいっそう高めることが心配されます。

今、国民は、コロナ禍に加え、円安と未曽有の物価高騰の影

響を受け、出口の見えない景気悪化と生活苦にあえいでいま

す。

こうした中で防衛費の増額は、東アジアに緊張を呼び込み、

日本経済をいっそう落ち込ませてしまう恐れがあります。

よって、政府においては、防衛費のＧＤＰ比２％増額の計画を

中止することを強く求めます。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

安倍元首相の国葬当日の９月２７日昼、国葬に反対する市民集会が

市役所前で開催され、日本共産党県議・市議団も参加しました



令
和
４
年
度
第
１
回

朝
日
地
域
振
興
懇
談
会

（
難
波
金
一
会
長
＝
朝
日

中
央
地
区
自
治
振
興
会
会

長
）
が
９
月

日
、
開
か

30

れ
ま
し
た
。

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ

管
理
運
営
組
合
か

ら
、

月

日
で

11

30

営
業
を
終
了
す
る

旨
の
報
告
を
あ
り

ま
し
た
。

営
業
終
了
後
の

介
護
予
防
事
業

「
い
き
い
き
ぼ
ん

ぼ
の
会
」
「
百
歳

体
操
の
会
」
は
、

月
以
降
の
事
業

12実
施
方
法
を
現
在

検
討
中
で
あ
る
こ

と
、ぼ

ん
ぼ
施
設
の
活
用
方

法
は
、
今
年
度
当
初
か
ら

検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
新
た
な
団
体
か
ら
施

設
利
用
の
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
に
、
適
切
に
対
応

す
る
、
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

庁
舎
改
築
で
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
カ
ウ
ン
タ
ー
設
置

鶴
岡
市
朝
日
庁
舎
・
消

防
署
朝
日
分
署
改
築
工
事

の
基
本
設
計
に
つ
い
て
、

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

基
本
理
念
と
し
て
、

①
災
害
時
に
お
け
る
地

域
防
災
の
拠
点
、

②
住
民
サ
ー
ビ
ス
・
福

祉
の
向
上
・
地
域
の
活
性

化
・
対
話
に
よ
る
連
携
・

協
働
を
推
進
す
る
拠
点
、

③
中
山
間
地
域
を
支
え

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る

拠
点
と
す
る
こ
と
。

周
辺
機
能
の
集
約
を
図

り
、
太
陽
光
発
電
（
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
）
や
、
自
家

発
電
設
備
・
蓄
電
池
、
チ

ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
等
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
や
、
地

域
の
森
林
資
源
を
活
用
す

る
等
を
視
野
に
入
れ
検
討

し
て
い
る
こ
と
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置

や
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を

併
設
し
、
執
務
時
間
外
も

使
用
可
能
な
空
間
を
整
備

す
る
、
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
未
来
事
業

に
つ
い
て
、
９
月
現
在
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
後
、
委
員

に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
行
政
は
後
追
い
」
な
ど

委
員
か
ら
様
々
な
意

見
委
員
か
ら
、

「
若
い
人
へ
の
支
援
が
増

え
た
の
で
は
な
い
か
。
若

い
人
が
住
み
や
す
く
戻
っ

て
こ
れ
る
ワ
ク
ワ
ク
で
き

る
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
、

「
山
を
守
る
担
い
手
不
足

が
深
刻
だ
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
育
成
が
必
要
で
あ

る
」
、

「
未
来
事
業
に
伝
統
芸
能

分
野
が
無
い
の
は
残
念

だ
。
タ
キ
タ
ロ
ウ
太
鼓
や

大
網
大
黒
舞
な
ど
の
継
承

が
難
し
い
」
、

「
融
雪
へ
の
支
援
や
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
」
、

「
水
が
豊
富
な
朝
日
地
域

で
水
力
発
電
の
売
電
で
自

給
自
足
を
行
っ
て
い
く
の

は
ど
う
か
」
、

「
地
域
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
は
、

年
前
か
ら
す

10

で
に
変
化
し
て
い
た
。
今

の
や
り
方
で
は
変
わ
ら
な

い
」
、

「
朝
日
村
地
域
の
頃
か
ら
、

報
告
文
書
は
同
じ
文
章
が

連
ね
ら
れ
て
い
る
。
人
口

減
少
や
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ

禍
や
行
政
の
委
託
化
な

ど
、
随
分
と
変
化
し
て
い

る
。
し
か
し
行
政
は
後
追

い
の
政
策
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、

多
く
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。坂

本
昌
栄
議
員
が
傍
聴

し
ま
し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月29日入札分

・市道大泉橋一日市町線消雪設備整備工事（本町二丁目地内）（入
札7業者）
日本地下水開発(株) 7,800,000円（8,090,000円）

工期～5/3/24（落札率96.42％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月30日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区上野新田マンホールポンプ設備更
新工事（羽黒町上野新田地内)（入札7業者うち欠席2業者）
(株)システムコントロール 3,300,000円（3,720,000円）

工期～5/1/27（落札率88.71％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月30日入札分

・羽黒町荒川地内消火栓新設工事（羽黒町荒川地内）
中止

土砂崩れの被害に遭った車から救助あさひ小体育館に設置された避難所

AEDの応急処置を訓練する女性消防団員

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練
が
２
日
、
朝

日
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

庄
内
南
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
６
・
９
の
地
震
が
発
生
し
た
想

定
で
、
あ
さ
ひ
小
学
校
の
児
童
を
含
む

地
元
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

消
防
隊
に
よ
る
土
砂
に
埋
ま
っ
た
車

か
ら
の
救
出
救
助
、
消
防
団
に
よ
る
放

水
、
避
難
所
開
設
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。市

議
会
市
民
文
教
常
任
委
員
の
長
谷

川
剛
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

１１月で営業終了する「かたくり温泉ぼんぼ」


